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○免税証（農業用）の交付を希望する方は、必要書類をご用意のうえ、次の会場で申請手続
をしてください。

○お住まいの地域以外の会場でも申請することができます。
○総合県税事務所平鹿支所での受付は、令和２年２月３日から行います。ただし、支所受付

分の交付は、集合受付分よりも遅くなりますので、できるだけ次の会場で申請手続をして
ください。
●受付日程

●必要書類等一覧表

【注意】
①午前の受付よりも、午後の受付の方が混雑が少なく、比較的短い時間で手続をすることが

できます。
②申請書等を記入していない場合、受付は後回しになりますので、必ず記入した上でお越し

ください。申請書等をお持ちでない方は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。
③令和２年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が過ぎる場合は、更新申請が必要です。
④共同申請には、全員分のハンコと耕作証明が必要です。使用者の加入または入れ替えがあ

る場合は、更新申請が必要になります。

※インターネットからは「秋田県　免税軽油」で検索してください。申請手続きについてご
案内しております。また、一部の様式をダウンロードできます。

【お問い合わせ先】
　　秋田県総合県税事務所　課税第二課　　秋田市山王４-１-２　　TEL 018-860-3341

地　　域 受　付　日 時　　間 会　　　場

大森・大雄 令和元年12月23日（月） 10:00-11:30
13:00-14:30 横手市大雄農業団地センター　3階　大会議室

雄物川 令和元年12月25日（水） 10:00-11:30
13:00-14:30 横手市雄物川地域局　2階　大会議室

旧横手・山内 令和元年12月24日（火） 10:00-11:30
13:00-14:30 県平鹿地域振興局　3階　第 3会議室

十文字・増田 令和元年12月26日（木） 10:00-11:30
13:00-14:30 横手市十文字文化センター　講座室

平鹿 令和元年12月20日（金） 10:00-11:30
13:00-15:00 横手市浅舞公民館　多目的ホール１

新規 更新 継続 機械
追加 備　　　考

免税軽油使用者証 ○ ○ ○

免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○ 交付時に秋田県証紙（400円分）が必要。

誓約書 ○ ○

機械の販売証明書 ○ ※ ○ ※機械の追加・入替があれば必要。

免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○

耕作証明書 ○ ○ ○ ○ 農業委員会が交付したものに限る。

免税軽油の引取り等に係る報告書 ○ ○ ○

軽油の納品書または販売証明書 ○ ○ ○

未使用の免税証 ○ ○ ○

ハンコ ○ ○ ○ ○

書類等
手　続

軽油引取税免税証（農業用）交付申請の集合受付について
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最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
等
で
交
通

事
故
の
瞬
間
映
像
や
交
通
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
迷
惑
運
転
等
の
映
像
が
流

れ
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の
映
像

の
多
く
は
ご
存
じ
の
通
り
最
近
普
及

し
て
き
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
タ
ク
シ
ー

や
運
送
業
な
ど
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

の
間
で
は
以
前
か
ら
装
着
率
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

個
人
所
有
の
車
に
も
備
え
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
仕
組
み

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
基
本

的
な
仕
組
み
と
し
て
、
カ
メ
ラ
の
付

衝
撃
時
前
後
の

映
像
を
記
録

い
た
動
画
記
録
機
器
を
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
等
に
取
り
付
け
、
車
両
に
衝
撃

や
急
ブ
レ
ー
キ
を
感
知
し
た
と
き
に
、

前
後
10
～
20
秒
間
を
映
像
と
し
て
記

録
し
、
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
等
に
保
存

し
ま
す
（
衝
撃
録
画
）。
ま
た
、
機
能

に
よ
っ
て
は
ド
ラ
イ
ブ
中
、
記
録
を

し
続
け
る
常
時
録
画
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
、ウ
ィ
ン
カ
ー

等
の
動
作
も
確
認
で
き
、
事
故
や
操

作
ミ
ス
が
ど
う
い
う
状
況
で
起
き
た

か
を
正
確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

◇
事
故
の
抑
止
・
証
拠
と
し
て

　

危
険
に
気
付
い
て
か
ら
事
故
が
起

こ
る
ま
で
の
１
秒
に
も
満
た
な
い
一

事
故
の
証
拠
と
し
て

安
全
運
転
の意識

向
上
に

瞬
、
パ
ニ
ッ
ク
の
中
で
現
場
の
状

況
を
全
て
記
憶
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

事
故
後
、
当
事
者
間
の
言
い
分

が
食
い
違
い
、
証
拠
が
無
い
ま
ま

事
故
の
決
着
が
な
か
な
か
つ
か
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「危ないっ！」
車の運転もしもに備えて
～ドライブレコーダーのすすめ～
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自
分
の
運
転
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
機
能
に
よ
っ
て
は
速
度
標

識
や
信
号
表
示
を
カ
メ
ラ
が
読
み
取

り
、
映
像
や
音
声
で
交
通
情
報
を
そ

の
場
で
お
知
ら
せ
し
、
運
転
を
手
助

け
す
る
よ
う
な
機
能
を
備
え
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
自
ず
と
安
全
運

転
へ
の
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

◇
安
全
教
育
へ
の
活
用
と
し
て

　

複
数
の
働
き
手
が
い
る
法
人
や
事

業
所
等
で
は
、
運
転
映
像
や
事
故
映

像
を
利
用
し
て
の
運
転
者
、
乗
務
員

の
安
全
教
育
に
活
用
が
で
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
購
入

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
株
式
会

社
ふ
る
さ
と
オ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
も
お

取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。
お
求
め

や
す
い
価
格
の
も
の
か
ら
、
機
能
が

充
実
し
た
高
価
格
の
も
の
ま
で
あ
り

ま
す
。
売
れ
筋
は
前
方
の
み
を
録
画

す
る
基
本
的
な
機
能
が
備
わ
っ
た
１

万
３
千
円
程
度
の
商
品
と
の
こ
と
。

も
し
も
の
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

自
分
の
人
生
を
救
う
か
も
し
れ
な
い

機
器
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
壊
れ
て
も

よ
い
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
玩
具
と
同
じ

感
覚
で
選
択
・
使
用
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
カ
ー
ラ
イ
フ
に
合
せ
て

購
入
す
る
な
ら

し
っ
か
り
し
た
も
の
を

機
能
を
選
択
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
取
り
付
け
作
業
、
使

用
方
法
の
ご
案
内
も
行
っ
て
お
り

ま
す
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
ふ
る
さ
と
燃

料
サ
ー
ビ
ス
で
も
機
器
の
お
取
り

扱
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。
各
ス
タ
ッ

フ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し

て
い
れ
ば
、
現
場
の
状
況
を
映
像
で

正
確
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
証

言
を
裏
付
け
て
く
れ
る
心
強
い
味
方

に
な
り
、
事
故
後
の
様
々
な
手
続
き

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

実
際
、
当
Ｊ
Ａ
の
事
故
相
談
課
に

お
い
て
も
、
事
故
対
応
の
際
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
が
、
そ
の

後
の
手
続
き
に
役
立
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
最
近
で
は
珍
し
く
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

◇
安
全
運
転
の
意
識
向
上
と
し
て

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
急
ブ

レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
加
速
等

の
「
危
な
い
っ
！
」
場
面
を
感
知
し
、

記
録
に
残
し
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た

記
録
映
像
を
見
て
、
自
ら
運
転
の
ク

セ
や
注
意
点
を
客
観
的
に
確
認
し
、

出
典
：
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
内
容
：
同
掲

載
内
容
を
も
と
に
作
成
／
図
：
同
掲
載
チ
ラ
シ
よ
り

抜
粋　

参
考
：
一
般
社
団
法
人
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

もし事故が起きたら

何よりも119番 まず被害者の保護

かならず110番 警察に事故通報
自動車共済（保険）ご加入先へのご連絡
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Ｄｅｃｅｍber 2019

トマト販売実績検討会
高品質・安定集荷を誓う

花き中間販売実績検討会
需要期出荷など課題検討
　花き総合部会は11月11日、中間販売実績
検討会を開き、県や市場担当者、部会員など
66人が参加しました。
　10月15日出荷分までの花きの販売数量は
前年対比で98％でしたが、春先からの高温
など生育にとって難しい環境が昨年より低単
価につながり、販売金額は４億8785万円で
前年対比の86％となりました。これを受け、
菊類は需要期出荷に合わせる栽培管理技術の
確立など主要品目に関して今後の課題を確認
しました。

アスパラガス販売実績検討会
品質向上に向けて
　アスパラガス部会は11月26日、販売実績
検討会を開き、県や市場担当者、部会員など
32人が参加しました。
　今年度の実績は、昨年度より部会員も減
り、作付面積が昨年度と比べ80％を切った
中、前年対比で販売金額は91％、販売重量
は95％となりました。小松田英人部会長は
主催者挨拶の中で、「逆境の中だが前向きに
進んでいこう」と呼びかけました。
　同会では優秀生産者表彰も行われ、最優秀
賞は高橋弘昭さん（十文字）が選ばれました。

枝豆販売実績検討会
更なる品質向上を目指す
　枝豆部会は11月22日、販売実績検討会を
開き、県や市場担当者、部会員など52人が
参加しました。
　今年度は一部品種に食味のバラつきが見ら
れたものの、全体としては高品質の出荷がな
されていたと市場担当者から評価を得ました
が、他産地の影響により販売が苦戦し、販売
単価の低下により、前年より販売数量が多い
中、販売額は前年より下回りました。
　また優秀生産者表彰も行われ、最優秀賞に
は木村利一さん（横手）が選ばれました。

▲主催者挨拶を行う小松田英人部会長 ▲佐藤勇部会長は「品質の向上と出荷量増を目指そう」
と部会員に呼びかけた

　トマト部会は11月14日、よこてシャイニー
パレスで販売実績検討会を開き、県や市場担
当者、部会員など40人が参加しました。
　傳野猛部会長は「平均販売単価が低く、部
会員も減少した厳しい一年だった。」と振り返
りました。
　今年度の生育経過や販売状況が報告され、
今後の課題について確認されました。
　また同会では優秀生産者の表彰も行われ、
最優秀賞の秋田ふるさと農業協同組合長賞に
は奥山吉弥さん（大雄）が選ばれました。

▲菊立毛（８月）審査優秀生産者に選ばれた渡部仁士さ
んに鈴木禎得総合部会長より表彰状が手渡された

▲傳野猛部会長が主催者挨拶を行い、今年度を振り返った
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Ｄｅｃｅｍber 2019

金沢地区自まんこコンクール
農産物を通じ交流深める
　女性部金沢支部は11月８日、金沢支店で
旧ＪＡ金沢町時代から数えて通算43回とな
る「自まんこコンクール」を開きました。
　今回、農産物の出品は「大物」部門40点、
「良品」部門134点、「珍品」部門33点の計
207点が揃いました。また健康づくり講座や
青年部による焼きそばの販売、金沢朝市の出
店も開かれるなど盛上りを見せていました。
　同支部の本間アヤ子支部長は「野菜を食べ
健康を維持して、来年のコンクールを迎えよ
う」と笑顔で参加者に話しました。

福祉レンタルサービス展示会
福祉用具の展示・体験
　福祉部は11月13日、平鹿支店でＪＡ福祉
レンタルサービス展示会を開き、利用者家族
や管内のケアマネジャー等の福祉事業関係者
が大勢訪れました。
　来場者は興味津々にＪＡ職員やメーカー担
当者の説明を聞き、最新の福祉用具にふれて
いました。
　また当日は実際に施設の利用者に提供して
いる人気給食の試食や、介護相談コーナーが
開かれたほか、来場者にはＪＡ助け合い組織
による手作り品もプレゼントされ好評を得て
いました。

▲会場は出品物を見た来場者の驚嘆の声や笑い声などに
溢れた

▲福祉用具について担当者から丁寧に説明された

平鹿りんご味覚まつり
旬の味覚でにぎわう
　11月３日、第19回平鹿りんご味覚まつり（主
催：平鹿りんご味覚まつり実行委員会）がと
きめき交流センターゆっぷるで開催されまし
た。ＪＡからは、りんご部会員と職員が参加
し「秋田紅あかり」・「シナノスイート」の試
食販売、りんご・洋ナシの詰め放題を行い、
秋寒の中でしたが会場は熱気があふれていま
した。
　秋田市からいらした来場者は「平鹿りんご
のファンなので今年のリンゴも楽しみたい」
と旬の味覚を喜んでいました。

▲人気のりんごや洋ナシの詰め放題には長蛇の列ができた

大森地域秋まつり
民謡に大抽選会に沸く
　大森支店は10月27日、「第19回ＪＡ秋田ふ
るさと大森地域秋まつり」を大森コミュニティ
センターで開催し、会場には地域住民など
300人以上が詰めかけました。ステージでは
民謡ショーや、恒例の大抽選会では当選者が
発表されるたびに会場は歓声が上がりました。
　来場者には餅が配られ、昼にはＪＡ女性部
の皆さんが新米でつくられた炊き込みご飯を
配りました。屋外では青果物や加工品の販売
も行われるなどステージ以外でも盛況を博し
ていました。

▲民謡ショーや秋田家万助さんのステージに会場は歓声
や笑いに包まれた
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【園芸指導
】

一年を振り返ってみましょう！

【指導員】　園芸課　吉川　将

【
肥
料
は
適
正
だ
っ
た
か
】

　

肥
料
は
あ
げ
す
ぎ
て
も
少
な
す

ぎ
て
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正

な
量
を
与
え
て
や
る
こ
と
が
よ
い

野
菜
を
作
る
第
一
歩
で
す
。

　

人
で
も
栄
養
過
多
の
生
活
を
し

て
い
れ
ば
生
活
習
慣
病
に
か
か
り

や
す
く
な
り
、
栄
養
が
足
り
て
い

な
け
れ
ば
貧
血
や
風
邪
を
ひ
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
植
物
も
人
と
同

じ
よ
う
に
栄
養
管
理
は
健
康
的
な

栽
培
に
大
切
で
す
。

　

肥
料
（
主
に
窒
素
成
分
）
が
多

か
っ
た
場
合
は
葉
の
色
が
濃
く
な

り
ま
す
。
ウ
リ
科
で
は
蔓
ボ
ケ
し

て
実
が
な
か
な
か
つ
か
な
く
な
り

ま
す
。
ト
マ
ト
な
ど
の
ナ
ス
科
で

は
果
実
に
尻
腐
れ
が
起
き
ま
す
。

葉
物
野
菜
で
は
軟
腐
病
の
発
生
株

が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
肥

料
（
窒
素
）
が
多
い
と
起
こ
る
症

状
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
症
状
が
起
き
た
方

は
来
年
の
作
付
け
で
は
肥
料
の
量

を
減
ら
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

肥
料
が
少
な
か
っ
た
場
合
葉
の

色
が
薄
く
、
生
育
が
遅
れ
収
量
が

減
り
、
実
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

き
ゅ
う
り
で
は
実
の
曲
り
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
ナ
ス
科
で
は
下

に
あ
る
葉
っ
ぱ
が
黄
色
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
で
た
方
の
場
合
は
肥

料
の
量
や
種
類
、
与
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
調
整
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
肥
料
不
足
は
管
理
作
業
と

も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
そ

ち
ら
の
見
直
し
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
症
状
を
振
り
返
る

と
き
に
写
真
な
ど
が
あ
る
と
見
返

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
ま
め
に

野
菜
や
畑
の
写
真
を
撮
っ
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
管
理
作
業
は
適
正
に
行
え
た
か
】

　

野
菜
は
肥
料
を
与
え
て
植
え
る

だ
け
で
は
な
か
な
か
良
い
も
の
が

取
れ
ま
せ
ん
。
圃
場
を
き
れ
い
に

保
つ
た
め
の
除
草
作
業
、
摘
果
や

摘
葉
、
土
寄
せ
や
灌
水
と
い
っ
た

管
理
作
業
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

で
野
菜
も
健
康
に
生
育
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
作
業
が
追
い
付
か
な

か
っ
た
場
合
は
道
具
を
そ
ろ
え
る

な
ど
作
業
の
効
率
を
よ
く
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
植
え
る
苗
の
数

を
減
ら
し
て
１
本
１
本
に
集
中
し

て
手
を
か
け
て
み
る
の
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
菜
は
手
を
か

け
た
分
だ
け
良
い
も
の
が
た
く
さ

ん
取
れ
ま
す
。

【
適
期
に
防
除
を
行
っ
た
か
】

　

病
害
虫
の
防
除
は
適
期
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
害
虫
も
病
気

も
増
え
た
後
だ
と
な
か
な
か
農
薬

も
効
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
害
虫
の

発
生
も
早
く
、
病
気
の
発
生
も
多

か
っ
た
年
で
す
。
防
除
は
そ
の
年

の
天
気
と
作
物
の
様
子
を
観
察
し

予
防
剤
を
基

本
と
し
た
こ

ま
め
な
防
除

を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

【
反
省
を
活
か
し
た
計
画
づ
く
り
】

　

今
年
の
う
ち
に
今
年
の
反
省
を

行
い
、
来
年
の
作
付
け
計
画
を

し
っ
か
り
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

計
画
を
立
て
る
際
に
お
悩
み
の

場
合
は
各
営
農
セ
ン
タ
ー
や
専
任

指
導
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
応
じ
た
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
是

非
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
早
い
も
の
で
後
数
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
が
終
わ
る
前
に

今
年
の
営
農
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
１
年
の
営
農
活
動
の
振
り
返
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
年

の
反
省
を
し
っ
か
り
行
い
来
年
度
は
更
に
よ
い
野
菜
を
作
れ
る
よ
う
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
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　私たちは、平鹿町醍醐にあるＪＡ秋田ふるさとジュース加工
所を訪問させて頂き、職員の宮野正志さんからお話を伺いまし
た。
　こちらの施設は平成29年１月に稼働したということでとても
キレイな建物でした。隣にはかつて東洋一といわれた大きなリ
ンゴの集荷・貯蔵施設があり対照的な趣でした。キレイなのは
外観だけではなく、「加工施設では何より掃除が大切だ」という
ことで２、３時間は掃除に時間を費やし、生菌検査を行うなど
徹底した衛生管理がなされていたのが印象的でした。こちらで
は管内で生産されたリンゴ（９～４月）、ブドウ（11月・６月）、
トマト（８～10月）のジュースを作っています。リンゴはさら
に品種別に「ふじ」「つがる」「シナノスイート」の３種類を作っ
ています。全てアルミパックで製造されており、多くは県内に
出荷されますが北は北海道、南は沖縄まで日本全国に出荷され
ています。
　ひとしきり説明をいただいた後、私たちを待ち受けていたの
はなんとテイスティングシートに乗ったジュースたちでした。
全５種のジュースと市販の100％（濃縮還元）リンゴジュース
を飲み比べさせていただけるということで早速いただいてみる
と品種ごとにそれぞれ特徴があってとてもおいしかったです。
中でも私たちに人気だったのは酸味と甘みのバランスがほどよ
く飲みやすい「つがる」です。市販品は薄く感じられました。
同じ100％ジュースでもストレートと濃縮還元でこれほど違い
があることに驚きました。ぜひ皆さんも飲み比べてみてくださ
い。寒い時期はホットで飲むのもオススメだそうですよ。
　原材料の味がジュースの味に直結するということでおいしい
野菜や果物を作ってくれている農家さんの努力に感謝し、私た
ちも農業に向き合っていきたいと思いました。

金峰山を望むジュース加工所に
来ました

増田高等学校
２年

佐藤克
かづ

樹
き

さん 石川瑠
る な

奈さん
樋渡遥

はる

音
ね

さん 今愛
あ や か

弥香さん佐藤舞
ま い

依さん

見学コー
スを案内

してもら
いました

ジュースを試飲しました

品種ごとに特徴があって
全部美味しかったです！

美味しさの秘密は、地元の野菜や果物の
味を旬の時期にこだわって100％スト
レートに引き出すことでした！

遠心分離機



明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る

柿
崎
　
文
夫
さ
ん

■
　
平
鹿

　

鍋
物
が
恋
し
く
な
る
季
節
。
湯
気
の
中

で
茶
褐
色
に
艶
や
め
き
揺
れ
る
の
は
、
鍋

に
欠
か
せ
な
い
具
材
、
し
い
た
け
。
周
年

で
収
穫
が
で
き
る
菌
床
し
い
た
け
は
、
11

月
～
12
月
に
か
け
て
最
需
要
期
と
な
り
、

収
穫
作
業
が
も
っ
と
も
忙
し
い
時
期
と
な

り
ま
す
。
菌
床
し
い
た
け
栽
培
を
始
め
て

27
年
に
な
る
柿
崎
文
夫
さ
ん
。
今
年
の
第

１
４
２
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
で
は
生
し

い
た
け
を
出
品
し
、
最
高
賞
の
「
農
林
水

産
大
臣
賞
」
と
「
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
会
長
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
賞
の
喜
び
を
「
た
ま
た
ま
、
運
が
良

か
っ
た
だ
け
…
思
い
が
け
な
い
受
賞
」
と

謙
遜
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
10
万
６
千
菌
床
、
ハ
ウ
ス
数

に
し
て
13
棟
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
い
た
け
以
外
に
も
、
水
稲
５
㌶
、
小

玉
西
瓜
10
㌃
、
そ
ば
１
・
８
㌶
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
し
い
た
け
に
注
力
す
る
た

め
、
水
稲
の
収
穫
作
業
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
な
ど
、
そ
の
他

の
品
目
は
作
業
の
省
力
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

菌
床
し
い
た
け
は
、
菌
や
養
分
、
お
が

初
心
を
忘
れ
ず	

く
ず
等
を
混
ぜ
固
め
た
ブ
ロ
ッ
ク
（
菌
床

ブ
ロ
ッ
ク
）
か
ら
発
生
さ
せ
ま
す
が
、
培

養
期
の
５
～
６
カ
月
を
経
た
後
、
収
穫
期

が
５
～
６
カ
月
と
な
り
約
１
年
の
周
期
で

ハ
ウ
ス
の
中
で
管
理
さ
れ
ま
す
。
概
ね
培

養
期
は
室
温
を
22
度
～
23
度
に
保
ち
、
収

穫
に
向
け
て
は
洗
浄
や
浸
水
等
で
刺
激
を

与
え
、
12
度
～
13
度
ま
で
室
温
を
下
げ

て
、
し
い
た
け
を
発
生
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

季
節
に
よ
り
外
気
温
に
合
せ
冷
暖
房
を
調

整
し
、
温
度
管
理
と
潅
水
・
湿
度
管
理
が

も
っ
と
も
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。「
思

い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
い
つ

で
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
ま
め
な
観
察
・

管
理
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

冬
季
の
換
金
作
物
に
と
平
成
４
年
に
、

16
名
が
始
め
た
菌
床
し
い
た
け
栽
培
。
柿

崎
さ
ん
個
人
で
は
当
初
１
万
菌
床
ほ
ど
の

栽
培
で
し
た
。
現
在
ま
で
に
規
模
拡
大
で

き
た
転
機
は
２
度
あ
っ
た
と
振
り
返
り
ま

す
。
一
度
目
は
平
成
７
年
に
「
き
の
こ
培

養
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
と
き
で
、

栽
培
開
始
当
初
は
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を
隣
県

か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
品
質
の

菌
床
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

規
模
拡
大
の
転
機
は
２
回	
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さ
ら
な
る
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

３
月
以
降
の
収
穫
に
合
せ
、
新
た
に
ハ
ウ

ス
３
棟
を
増
設
し
培
養
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
規
模
を
拡
大
す
れ
ば
そ
の
分
、
盲
点
が

生
ま
れ
や
す
く
な
る
。
農
業
者
の
目
線
、

経
営
者
の
目
線
を
し
っ
か
り
保
ち
、
人
・

施
設
の
隅
々
ま
で
目
を
配
り
、
経
営
を
維

持
し
て
い
き
た
い
」
と
、
穏
や
か
な
口
調

で
語
る
も
、
そ
の
表
情
に
、
ベ
テ
ラ
ン
農

業
者
と
し
て
自
信
と
経
営
者
と
し
て
の
覚

悟
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

目
線
を
保
つ	

柿崎　文夫さん（65）
農事組合法人　あかつき　代表
■栽培品目　菌床しいたけ10万６千菌床
　　　　　　水稲５㌶　小玉スイカ10㌃　そば1.8㌶

り
ま
し
た
。
２
度
目
は
、
全
農
園
芸
セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
と
き
で
、
個
別
選
定
出
荷

か
ら
共
同
選
定
出
荷
と
な
っ
た
こ
と
で
、

出
荷
作
業
が
省
力
化
で
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

菌
床
数
が
増
え
、
規
模
が
拡
大
し
て
い

く
中
、
経
営
を
平
成
27
年
に
法
人
化
し
、

今
年
で
５
期
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
家
計

と
経
営
と
を
分
離
し
、
よ
り
精
度
の
高
い

経
営
管
理
を
行
う
た
め
の
法
人
化
で
し

た
。
現
在
、
通
年
で
６
名
、
繁
忙
期
で
２

名
増
員
し
従
業
員
を
雇
っ
て
い
ま
す
が
、

福
利
厚
生
を
含
め
、
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
雇
用
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
も
目

的
の
一
つ
で
し
た
。
従
業
員
の
一
人
石
川

さ
ん
は
就
業
二
年
目
の
若
手
社
員
。
国
の

制
度
「
日
本
農
業
会
議
・
農
の
雇
用
」
を

利
用
し
て
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
は
、
柿
崎
さ
ん
の
も
と
で
研
修
し
、
将

来
は
独
立
し
て
農
業
経
営
を
し
た
い
と
の

考
え
で
毎
日
の
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
域
雇
用
の
場
を
設
け
る
こ
と
、
地
域
農

業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま

で
農
業
で
受
け
た
恩
は
、
農
業
を
通
し
て

社
会
貢
献
す
る
こ
と
で
返
し
て
い
き
た
い

と
心
を
熱
く
し
ま
す
。

法
人
化
に
よ
り
社
会
貢
献
へ	

若手従業員の石川晃大さん（20）と。従業員とのコミュ
ニケーションを大切にしている。

菌床しいたけ栽培は奥様の志保子さんとともに営んできた。
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シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

永
井
智
一

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人
（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

(

な
が
い
・
と
も
が
ず)

し
ら
す
の

パ
ラ
パ
ラ
チ
ャ
ー
ハ
ン

● 材料（２人分）● 作り方

「

」

「

」

● 材料（２人分）

● 作り方

牛
カ
ル
ビ
焼
き

茶
漬
け

⑴ボウルに卵を割りよく混ぜ、熱いご飯を入れて手早く絡める。
―――――――――――――――――――――――――――――――
⑵フライパンにサラダ油を入れよく熱し、⑴を入れ強火でパラパラに
なるまで炒める。
―――――――――――――――――――――――――――――――
⑶いったん火を止め、塩、こしょう、しらす、ブロッコリーを入れ再
び炒め、なじんだところで水、顆粒だし、しょうゆを入れサッと炒
めて出来上がり。

⑴だしの材料を鍋に合わせて入れ火にかけ沸かす。だしは注ぎ口の付
いた器（急須）に入れる。
―――――――――――――――――――――――――――――――
⑵茶わんにご飯を盛り付け、昆布茶を振る。
―――――――――――――――――――――――――――――――
⑶フライパンをよく熱し、軽く塩をしたカルビをカリッと焼き上げ⑵
にのせ、⑴を注ぎ、上におろしワサビ、刻みのり、小ネギをのせて
出来上がり。

プロッコリーに替えて刻んだダイコンの葉や小ネギなどを
加え、チャーハンを楽しんで。アドバイス

牛カルビはある程度脂が多いほど、だしに溶け出しうま味
が増す。アドバイス

ご飯	 茶わん2膳分
卵	 2個
ゆでて刻んだブロッコリー	 適宜
しらす	 50g
サラダ油	 大さじ1と1/2
顆粒（かりゅう）だし	 小さじ1
水	 大さじ1
塩、こしょう、しょうゆ	 適宜

牛カルビ	 50g
塩	 少々
ご飯	 茶わん1膳分
昆布茶	 小さじ1/2
刻みのり	 適宜
小ネギ	 適宜
おろしワサビ	 適宜

だし
かつおだし	 150ml
薄口しょうゆ	 小さじ1/2
塩	 少々
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心臓ペースメーカについて

平鹿総合病院　臨床工学科
坂田　達

　みなさんは心臓ペースメーカ（以下ペースメーカ）と呼ばれる医療機器をご存知

でしょうか？日本では毎年約６万人もの方がペースメーカの手術を受けられており、

広く普及している治療法です。今回はこのペースメーカについてお話したいと思い

ます。

　心臓は、毎分60～100回の規則正しいリズムで全身に血液を絶え間なく送り出し

ています。この心臓の拍動が遅くなったり、急に止まってしまう病気を徐脈性不整

脈といい、めまいや疲労を感じたり、場合によっては失神する事もあります。ペー

スメーカは遅くなったり、止まってしまったりする心臓に電気刺激を与え、規則正

しいリズムで心臓が拍動するようにサポートする医療機器です。

　ペースメーカが必要となって植込み術を行った後は、年に数回定期検診を行いま

す。定期検診では前回の検診から心臓でどんなことが起きていたかを調べることが

できるため、検診の結果から最も体調に合った調整する事ができます。また、最近

では自宅にいながらペースメーカの状態を知ることができる、遠隔モニタリングシ

ステムが可能なペースメーカが普及し、より安心した生活が送れるようになりました。

　私たち臨床工学技士は、医療機器のスペシャリストとして機器の操作・保守など

の仕事をしています。ペースメーカに関しては、植込み術や定期検診に立ち会い、

医師の指示を受けながらプログラマという特殊な機器を操作し、設定を変更したり

電池寿命を測定したりします。医療機器の管理や操作を通じて患者さんにより安心・

安全な医療を提供できるように心掛けていますので、ペースメーカに関することで

質問や不明な点がありましたら遠慮せずご相談ください。
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元気なシニアをご紹介します。

　
「
今
年
は
冷
え
込
み
が
遅
く
て
、

り
ん
ご
の
色
が
つ
く
の
が
遅
か
っ

た
け
ど
、
太
陽
を
い
っ
ぺ
ぇ
浴
び

て
い
る
か
ら
、
甘
く
て
美
味
し
い

よ
」
と
、
ご
自
慢
の
り
ん
ご
畑
で

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
た
の
は

黒
沢
穣
さ
ん
。

　

昭
和
12
年
生
ま
れ
の
82
歳
で
、

19
歳
に
就
農
し
た
時
か
ら
り
ん
ご

栽
培
に
取
り
組
み
、
今
年
で
り
ん

ご
農
家
歴
63
年
に
な
る
大
ベ
テ
ラ

ン
で
す
。

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
、
穣
さ
ん

の
両
親
が
知
人
の
山
の
斜
面
に
あ

る
り
ん
ご
畑
を
買
っ
て
与
え
て
く

れ
た
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
当
時

は
ま
だ
畑
は
整
備
さ
れ
て
い
な
く
、

斜
面
の
中
、
整
備
す
る
の
が
大
変

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
て
拓
い
た
圃
場
は
約
１

㌶
。
現
在
は
約
60
㌃
に
縮
小
し
て

い
ま
す
が
、
50
数
年
前
に
植
え
た

り
ん
ご
の
木
を
旧
友
の
よ
う
に
紹

【平鹿・吉田】
　　黒

く ろ さ わ

澤　穣
みのる

さん（82）

― 

り
ん
ご
一
筋
　
63
年 

―
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

圃
場
で
は
、
奥
様
の
イ
ネ
子
さ

ん
と
一
緒
に
作
業
し
て
い
ま
す
。

な
れ
そ
め
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
教

え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
小
さ
な
喧
嘩
は
し
な
が
ら
も

会
話
を
し
な
が
ら
作
業
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
結
婚
し
て
54
年
間

で
培
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

流
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

現
在
、
穣
さ
ん
は
自
宅
か
ら
少

し
離
れ
た
畑
ま
で
自
転
車
で
坂
道

を
登
っ
て
通
っ
て
い
ま
す
。
収
穫

の
最
盛
期
に
は
毎
日
６
時
に
は
作

業
を
開
始
し
、
お
昼
も
畑
で
済
ま

し
、
夕
方
ま
で
み
っ
ち
り
収
穫
し

ま
す
。
そ
し
て
晩
酌
の
１
合
の
お

酒
が
愉
し
み
と
の
こ
と
。

　

ご
夫
婦
仲
良
く
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
、
り
ん
ご
の
よ
う
に
瑞
々

し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▲脚立の上でも軽快にりんごをもぐ穣さん

▼ご夫婦とも朗らかな笑顔が印象的でした
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横手市大屋新町字中野327-3
TEL 0182-33-6868　FAX 0182-33-6869

横手市十文字町字西上70-10
TEL 0182-42-4800　FAX 0182-42-4801

（有）フジオートセンター  十文字店 （有）カーショップフジイ倶楽部

みなさまの地域のＪＡ共済代理店
充実の保障とサービスでお応えします

農業技術研修生募集のお知らせ
　横手市園芸振興拠点センターでは園芸作物

（野菜や花き）で就農を目指す方に対し農業技
術研修を実施しています。

ＪＡ青年大会
　11月25日、秋田市の秋田ビューホテルで秋
田県ＪＡ青年大会（主催：秋田県ＪＡ青年部協
議会）が開催され、団体で競う活動実績発表で
ＪＡ秋田ふるさと青年部雄物川支部が最優秀賞
を、個人で競う主張発表では山田浩平さん（平
鹿支部）が優秀賞を受賞しました。最優秀賞の
同雄物川支部は小学生を対象に実施しているス
イカの栽培体験について発表しました。
　同雄物川支部は令和２年１月20日に盛岡市
で開かれる東北・北海道地区大会に出場となり
ます。同大会での雄物川支部のさらなるご活躍
を祈念いたします。

研修期間／２年間（令和２年４月～令和４年３月）
応募条件／申請時、概ね50歳以下で、研修終了

後に横手市での就農が確実と見込ま
れる方

応募期限／令和２年１月31日（金）
研修助成／県・市による奨励金または国の交付

金の受給が可能
お問合せ／横手市農林部食農推進課
　　　　　電話番号：35-2267
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は
だ
寒
し

　
　

明
日
は
雪
か
と

　
　
　
　
　

空
見
上
げ

佐
々
木　

幸
一
郎
さ
ん（
大
森
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

雪
空
に

　
　

か
じ
か
む
手
擦
り

　
　
　
　
　
　
　

冬
囲
い

　

小
田
嶋　

良
一
郎
さ
ん（
横
手
）

新
米
を

　
　

食
う
孫
鍋
が

　
　
　
　
　

空
に
な
り

　
Ｐ
．Ｎ 

ひ
ま
つ
ぶ
し
さ
ん（
雄
物
川
）

冬
空
の

　
　

令
和
元
年

　
　
　
　
　

師
走
風

　

Ｐ
．Ｎ 

阿
部
清
風
さ
ん（
増
田
）

蘖ひ
こ
ば
え

も

　
　

初
雪
被
り

　
　
　
　
　

秋
色
に

　

小
松　

勇
一
さ
ん（
十
文
字
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『空』

応募作品数…15作品
■この季節、この地域に暮らす人な
ら誰もが思う気持ちを見事に表し
た一句ですね。雪を待ち遠しく思
う気持ちでしょうか？それとも…。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●栗の５つ子には本当にビッ栗
でした。小さい頃から栗の木に
囲まれてきましたが出会ったこ
とはありませんでした。
	／横手　Ｐ・Ｎ 甘ガキさん（71）

　ビッ栗ですよね！つい探し
に行きたくなります♪このコー
ナーでは珍しい写真や情報など
皆さまからの投稿をお待ちして
います！

●種苗交換会の記事を読んで、
厳しい農業環境の中で良い作物
を生産するためのたゆまぬ努力
や姿勢を垣間見ることができ感
動しました。
／横手　Ｐ・Ｎ 横山こまちさん（73）

　今回も管内の生産者の皆さま
から多くの農産物が出品されま
した。来年は８年ぶりに横手市
での開催！地域にお住まいの皆
さまの沢山のご来場をお待ちし
ております。

●毎号「まめなひと」を楽しみ
に拝見しています。周囲の人達
から頼りにされハツラツと生活
されている方々ばかりで勉強に
なります。日々感謝の気持ちを
もって過ごされている皆さんに
頭が下がる思いです。
	／雄物川　Ｐ・Ｎ　Ｓ・Ｓさん（68）

　日々の暮らしの中で当たり前
のように思えることにも、いつ
も感謝の気持ちを忘れずにいた
いものですね。

●「ふるさとの民話」の中川さ
ん、文科省功労者受賞おめでと
うございます。今は使われなく
なった方言を思い出しながら声
に出して読んでいます。これか
らもよろしく！
／平鹿　Ｐ・Ｎ ひらかのあやめさん（70）

　中川さんの文面からは方言の
持つどこか懐かしくて温かみの
ある表現がじんわりと伝わって
きて自然と笑みがこぼれます。
昔は方言を話す家族が身近にい
て自然と耳にし口にしたもので

すが、方言の中には少しずつ日
常生活で使われなくなり自然と
消えてしまうものもあるのだと
か…寂しいですね。

●鈴なりの真っ赤なりんごを見
ると嬉しく思います。もうすぐ
あたり一面真っ白になりますね。
コタツに入って蜜のたっぷり
入ったりんごをいっぱい食べた
いなぁ。
／雄物川　Ｐ・Ｎ キャンバスさん（61）

　横手の冬、コタツといえば
やっぱりりんごですよね！ＪＡ
管内では主力品種のふじをはじ
め十数種類のりんごが生産され
ています。この機会に季節の味
を食べ比べてみるのもいいです
ね！

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【２月号のテーマ】　「初」　※１月号はお休みとなります。【応募方法】ハガキに川柳作品（パ
ズルにご応募の方はその答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑦をご記入の上、ご
応募ください【応募先および締切】クロスワードパズルと同様となります。
＜ご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４金曜日
午後０時15分ころ（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地区は
除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は、必ず記載してください
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（ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

タテのカギ

■11月号の答え／コガラシ
■11月号の当選者／
P.N 山の神じいじさん
P.N S.Sさん
P.N e.Hさん
■応募総数／72通
■正解者数／72通

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。
【応募先】
〒013-0036　横手市駅前町６-22
ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　またはＪＡ秋田ふるさと
ホームページhttps://www.akita-furusato.or.jp/からでもOK。
「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）
【締　切】

　　　12月27日（金）当日消印有効

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

1	 毛糸や棒針などを使って
楽しみます

4	 年賀状を書くために買っ
てこなくちゃ

7	 積み上げて塀を作ることも
9	 ポンポンと突いて遊びます
10	 ツキノワ、ホッキョクと

いえば
11	 肌のこと。ドライ──
13	 食用にするユリの鱗茎
（りんけい）

15	 OPECは──輸出国機構
の略称です

16	 もろみなどを搾った後に
残る物

17	 水道、電気と並ぶライフ
ライン

18	 グルメとも呼ばれる──家
20	 AMを聞こうかな、FM

にしようかな
21	 言葉のキャッチボールです

ヨコのカギ

1	 手にはめる防寒具
2	 良い香りがする──キャ

ンドル
3	 リンゴの芯の周りに入っ

ていることも
5	 つらさをぐっと耐え忍ぶ

こと
6	 穴を開ける工具
8	 結婚指輪をはめるところ
12	 餅をつく人が手に持ちま

す
13	 冬空から降る白い物
14	 ロシアの首都です
15	 怖い話を聞くと凍りそう
16	 住み込みではありません
17	 無地の物には付いていま

せん
19	 トナカイもこの仲間

誕生を祝う祭りです。
降誕祭ともいいます。

伝
統
の
技
が
い
き
る
、

豊
潤
な
旨
味
。

こ
だ
わ
り
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
！ 

田園こだわりギフトセット
DA-C2

３名様にプレゼント！



令和１年分『農業所得者収支研修会』の開催について
令和１年分の申告に向けて標記研修会を下記により開催いたします。
　　　開催内容　①令和１年分所得税の主な改正事項について
　　　　　　　　②収支決算書の作成手順について
　　　　　　　　③収支決算の留意点について
　　　　　　　　④その他　⑤質疑応答
　　　講　　師　横手税務署　個人課税担当税務官

農業所得者収支研修会開催日程

「ＪＡ健康診断」のお知らせ
　ＪＡでは、2020年度ＪＡ健康診断の申し込みを全地区で受付いたします。
受診を希望される方は各営農センターにて健康診断申込書に記入し、お申
し込みください。

対 象 者／横手市在住18歳以上の組合員およびその家族
申込締切／2020年１月31日（金）
事 務 費／１人  300円
健 診 料／１人6000円
会　　場／平鹿総合病院
詳　　細／今月の回覧文書をご覧ください

※現在加入されている保険により対象条件が異
なる場合があります。今月の回覧をご覧になり、
ご不明な点は各営農センター担当者までお問い
合わせください。

【お問合せ】最寄りの営農センターまたは営農経済部営農企画課　☎23-6552

開催日 開催時間 開催場所

12月17日（火）

午前10時00分～12時00分
【金沢地区・境町地区・黒川地区・旭地区】 横手支店２階会議室

横手・金沢合同開催
（横手営農32-8220）午後１時30分～３時30分

【金沢地区・中央地区・栄地区・山内地区】

12月18日（水） 午前10時00分～12時00分
営農経済部２階会議室
（雄物川営農22-2266）

12月18日（水） 午後１時30分～３時30分
大雄支店２階会議室
大雄・大森合同開催
（大雄営農52-3665）

12月19日（木） 午後１時30分～３時30分
十文字営農センタ－２階会議室
（十文字営農44-3101）

Ｒ２／１月17日（金） 午前10時00分～12時00分
平鹿支店２階会議室
（平鹿営農24-3110）

Ｒ２／１月17日（金） 午後１時30分～３時30分
増田支店会議室

（増田営農45-2035）
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理事会だより
【第８回定例理事会】
令和元年11月27日（水）
報告事項（抜粋）
■農畜産物の生育及び販売状況に

ついて
■令和元年産米の集荷及び検査状

況について
■第143回秋田県種苗交換会開催地
（横手市）について

協議事項（抜粋）
■職制規程の一部改正について

職員の業務車両通勤について
　ＪＡでは冬期間（12～３月）の
事務所駐車場の早朝除雪作業および
駐車場確保などのため一部職員につ
いて業務車両通勤を実施しておりま
す。組合員の皆様には何卒ご理解く
ださいますようお願い申し上げます。

職員人事異動のお知らせ
　下記の通り人事異動を行いました
のでお知らせします。

【11月１日付】（　）は旧任部署
◆大森支店　係長
　　佐藤　昭美　（雄物川支店　係長）
◆増田支店　係長
　　遠藤　恵美子（大森支店　係長）
◆雄物川支店　係長
　　藤原　美幸　（増田支店　係長）
◆営農経済部　園芸課
　　吉川　将　　（横手市実験農場出向）

ローンセンター　年末年始営業のお知らせ
　年末年始の営業日は次の通りとさせていただきます。ご利用
の際は、営業日時をご確認の上お願いいたします。

令和元年12月27日（金）　17：00まで
令和元年12月28日（土）～令和２年１月５日（日）　休業
令和２年１月６日（月）　通常営業

通常営業時間は
平日９：00～19：00　土日９：00～16：00、
水曜祝祭日は休業となっております。

【お問い合わせ】
ローンセンター　TEL 0182-38-8601
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組合員数…………………… 17,617人

（正組合員）……………… 12,538人

（准組合員）………………  5,079人

貯金……………… 1,123億2,726万円

貸付金……………… 336億6,737万円

購買品供給高………… 41億269万円

販売品販売高……… 147億4,817万円

共済保有高（保障）…… 3,789億650万円

（2019年10月末現在）

　

日
毎
、
寒
さ
が
増
し
て
い
ま
す
が
、

皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
は
お
陰
様
で
今
の
と

こ
ろ
風
邪
な
ど
も
ひ
か
ず
取
材
の

日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　

取
材
の
中
、
知
人
や
旧
友
に
久
し

振
り
に
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

会
話
の
中
に
「（
た
）。
お
め
、
ふ
く

よ
か
に
な
っ
た
な
。」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
お
決
ま
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
学
生
時
代

よ
り
15
㌔
増
量
し
て
お
り
、
現
在
な

お
身
体
の
冬
囲
い
の
為
、
増
量
中
で

ご
ざ
い
ま
す
…
。

　

生
活
習
慣
の
見
直
し
と
、
不
足
し

て
い
る
語
彙
力
の
強
化
が
直
近
の
課

題
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
た
）

　

こ
の
時
期
、
毎
年
の
よ
う
に
思
う

こ
と
は
「
い
ぼ
結
び
」
の
習
得
で
す
。

　

荒
縄
で
綺
麗
に
結
束
さ
れ
た
垣
根

や
庭
木
、
家
屋
の
冬
囲
い
を
見
る
た

び
に
、
自
分
も
覚
え
た
い
と
思
い

ネ
ッ
ト
の
動
画
な
ど
を
見
て
ま
ね
て

み
ま
す
が
、
微
妙
な
力
加
減
や
押
さ

え
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
違
う
せ
い
か
、

キ
ッ
チ
リ
結
べ
ま
せ
ん
。
冬
が
来
る

前
に
と
思
い
つ
つ
今
年
も
習
得
で
き

ず
に
終
わ
り
そ
う
で
す
。
　
　（
と
）

　

昔
む
が
し
、
上
院
内
（
現
在
の
湯

沢
市
院
内
）
館
山
の
善
左
エ
門
っ
て

い
う
名
主
が
営
む
宿
屋
さ
、
笠
で
顔つ

ら

を
隠
し
た
旅
の
僧
が
訪
れ
で
「
し
ば

ら
ぐ
の
間
、
離
れ
の
座
敷
を
貸
し
て

け
れ
」
っ
て
頼
む
な
で
、
貸
す
ご
ど

に
し
た
け
ど
。

　

こ
の
僧
、
毎
日
何な

え
す
る
わ
げ
で

も
ね
ゃ
ぐ
、
あ
ち
こ
ち
歩
ぎ
回
っ
て

は
「
あ
あ
し
た
方
が
良え

え
べ
が
。
こ

う
し
た
ら
良
え
な
だ
べ
が
」
っ
て
独

り
言
喋
っ
て
、
思
案
さ
明
げ
暮
れ
で

る
な
だ
け
ど
。

　

夜
に
な
れ
ば
、「
ゴ
ォ
ー
ゴ
ォ
ー
」 

っ
て
地
響
ぎ
み
で
ゃ
え
た
鼾い

び
き

が
母
屋

ま
で
聞
げ
で
く
る
な
だ
け
ど
。
眠ね

ら

え
ね
ゃ
日
が
続
い
で
堪こ

ら

え
切
れ
ね
ゃ

ぐ
な
っ
た
若
勢
（
年
季
奉
公
の
農

夫
）、
秘こ

そ

っ
と
離
れ
さ
忍
び
込
ん
で

愛
宕
大
権
現
と
八
郎
太
郎

覗
い
で
み
だ
ど
。

　

な
ん
と
、
大
蛇
が
座
敷
え
っ
ぴ
ゃ

に
と
ぐ
ろ
巻
い
で
、
梁
さ
鎌
首
も
だ

せ
で
眠
で
る
な
だ
け
ど
。
動ど

で

ん転
し
た

若
勢
、
ガ
タ
ガ
タ
ど
震
え
な
が
ら
、

善
左
エ
門
ど
さ
報
せ
に
行
っ
た
け
ど
。

　

善
左
エ
門
は
、「
こ
の
僧
は
、
南

祖
坊
ど
の
闘
い
さ
敗
れ
で
十
和
田

湖
を
追ぼ

わ
れ
だ
八
郎
太
郎
に
違
い

ね
ゃ
。
棲す

み

か家
を
失
っ
た
な
で
、
こ
の

館
山
ど
向
ご
う
の
不
動
滝
山
ど
の
間

を
堰
き
止
め
で
湖
を
造
っ
て
棲
家
に

す
る
つ
も
り
だ
な
」
っ
て
思
っ
た
け

ど
。

　

善
左
エ
門
は
、
そ
の
晩
か
ら
館
山

の
愛
宕
大
権
現
で
水み

ず
ご
り垢

離
を
始
め

で
、「
ど
う
が
、
院
内
を
救
っ
て
け

れ
」
っ
て
御
祈
祷
し
続
げ
だ
ん
だ
ど
。

満
願
の
二
十
一
日
目
、
松
根
川
と
雄

物
川
の
落
合
さ
忽
然
と
大
杉
林
が
現

れ
だ
け
ど
。
そ
の
中
さ
は
立
派
な
祠

が
建
っ
て
で
、
正
面
さ
は
愛
宕
大
権

現
の
額
が
デ
ン
と
掛
が
っ
て
あ
る
け

ど
。

　

こ
の
杉
林
を
見
た
八
郎
太
郎
は

「
院
内
は
神
の
宿
る
地
だ
。
一
晩
で

こ
れ
ほ
ど
広
大
な
杉
林
を
出
現
さ
せ

る
力
が
あ
る
な
だ
ば
、
と
で
も
俺
の

力
で
敵
う
わ
げ
ね
ゃ
」
っ
て
悟
っ
た

ん
だ
ど
。

　

そ
れ
で
、
八
郎
太
郎
は
龍
に
な
っ

て
雷
雨
を
呼
び
起
ご
し
、
北
を
目
指

し
て
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
け
ど
。

　

そ
の
後
、
八
郎
潟
さ
辿
り
着
い
で

主
に
な
っ
た
っ
て
い
う
ご
ど
だ
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子


